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後日アカツツガムシであることの確認を病原ダ

二図譜 および日本ダニ類図鑑 を参考とし，

鏡検によって行った。また，一部においては調

査域を広げて水際～法面～高水敷までを

間隔で調査し，地区内のアカッツガムシ分布

状況，採集頻度を確認した。本調査はアカッツ

ガムシの現存確認を目的としたため，病原体保

有の有無については検討しなかった。

下流の湯沢市上関（

図2:黒布見取り法

3. 結果

3. 1雄物川本流のアカッツガムシ生息調査結果

調査対象 地区の調査で，アカッツガムシが

採集されたのは， 地区であった（表 ）。

年時点での本調査地区内における「恙虫棲息地

区」の最下流部は，大仙市北野目（旧仙北郡刈

和野町， ）であったが，今回，アカッツガ

ムシが採集された最下流部は大仙市北野目

（ ）から約 上流の大仙市北楢岡の船

着き場（ ）であった。ここから湯沢市中野

々目（ ）までは湯沢市柳田（ ），湯沢

市清水（ ）の 地区を除き，ほぼ継続して

アカッツガムシが採集された。 年当時「恙

虫棲息地区」とされていなかった大仙市北楢岡

（ ） ～大仙市大曲小貫商畠（ ）でも多

くのアカッツガムシが採集された。湯沢市万石

（ ）より上流は，湯沢市泉沢（旧雄勝郡小

野村と須）1|村の村境， と の間付近）

までが「恙虫棲息地区」とされていたが，アカ

ッツガムシが採集されたのは，湯沢市山田

（ ），酒巻（ ）および上関（ ） 

の 地区のみで，本調査におけるアカッツガム

シ採集最上流部は 年当時よりも約

）であった。

3. 2雄物川支流のアカッツガムシ生息調査結果

支流の調査対象 地区のうち，アカッツガム

シが採集されたのは玉川流域の大仙市花館

（ ），横手川流域の大仙市藤木（ ， ）， 

皆瀬川流域の湯沢市岩崎（

であった（表 ）。このうち

， ）の地区

と は

過去の「恙虫棲息地区」では記録がなかったが，

および は「恙虫棲息地区」

付近であった。

3. 3水際～法面～高水敷のアカッツガムシ分布

調査

アカッツガムシが採集された地区のうち，採

集数が多く，（＋＋＋）と分類されたのは，雄物

川本流の大仙市北楢岡の船着き場（ ），河川

緑地公園（ ）と大曲西根（ ， ），横手

市大雄の中朴I( ),横手市雄物川町沼館

（ ），湯沢市柳田（ ）と清水（ ） 

であった。またこれら 地区のうち

に加えて，「ケダニ」が地名となった横手市十文

字睦合の砂風（ケダニ））1|原（ ）の 地区

において，水際～法面～高水敷のアカッツガム

シ分布状況の調査を行った。 は，低水路内

の水際砂地～法面ではアカッツガムシが多数確

認されたが，公園として利用されている高水敷

内の草地では確認されなかった（表 ，図）。

同様に ， においても低水路内では

アカッツガムシが多く採取されたが，その採集

数は川から離れるに従って減少し，法面より上

では全く採集されなかった（表 図）。 地

区においてアカツツガムシが確認された地表面

は，平常時は砂地あるいは草地であるが，降水

量によっては年に数回，水没する位置であった

（図）。
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＊図， は国土交通省「）1|の防災情報」テレメータ水位の絵図を参照

図5: （上）アカッツガムシが多く採

集できる水際の砂地， （下）河川敷

内におけるアカッツガムシの生息域

4. 考察

新潟県で水害後に患者数が増えることから，

日本洪水熱とも言われたアカツツガムシ媒介性

の古典型つつが虫病は，古くから河川や土壌と

の密接な関係が知られており，土壌改良や堤防

工事の効果は早くから指摘されていた 。秋

田県雄物）1|水系における治水工事は江戸時代か

ら始まり，大仙市大曲以南では 年に現在の

横手市雄物）1|町沼館付近（ 周辺）で行わ

れたものが最も古い 。当時の工事目的は，洪

水防止の他に交通と商業の重要なルートであっ

た雄物）1|の舟運の便を図る低水路作成，および

用水の確保であった。この後，現在までの約

年の間に大規模な河川改修や築堤工事が幾多に

も行われ，住民の住環境が整備されてきた。加

えて，近年アカッツガムシの生態も解明された

ことにより予防対策も進み，最近の患者発生は，

調査期間中の 年に発生した名を含め，

年以降，数年おきに 名ずつ計名となっ

ている。そのため，本調査の開始当初，アカッ

ツガムシが採集できる地区は，これら 名の感

染推定地など一部に留まることが予想されたが，

調査の結果， 年時点での「恙虫棲息地区」

の範囲内の 力所中 力所， 市町に渡る

広い地域で生息が確認された。しかし，上流部

の湯沢市では「恙虫棲息地区」とされていたが，

本調査ではアカッツガムシが採集されなかった。

中流部の大仙市では「恙虫棲息地区」とされて

いなかったが，本調査ではアカッツガムシが採
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図 6:河川緑地公園 (No.7)周辺と大曲

捷水路（⇔) ＊破線：元の河道，画像は

より

あったことから「恙虫棲息地区」にならなかっ

た可能性がある。

大仙市大曲西根（ ） ～小貫高畠（ ） 

は比較的アカッツガムシ採取数が多い地区であ

るが，河川緑地公園（ ）周辺は 年まで

は現在のような河）1|敷ではなく，雄物川の西方

左岸に広がる広大な農地で，落堀や河川流路跡

もないため水際を好むアカッツガムシの生息に

は不向きと思われる土地であった。当時の雄物

JI|は農地を回避するように大きく曲がりくね

り，川幅も狭く湾曲の頂点で市街地を流れる丸

子川と合流していたため河水の流下が妨げら

れ， しばしば氾濫し市街地に浸水被害を起こし

ていた。このことから，丸子）11との合流点を下

流に移すための採掘工事が左岸の農地内で行わ

れ，河道を直線化した捷（しょう）水路が作ら

れた（図）。現在の は，この堤防間幅約

の捷水路右岸の人工河川敷にあたる。こ

こでは，通水が開始されてから 年後の 年

に初めて患者発生が確認されるが，この年は

の対岸（捷水路左岸）での感染者を含め 名の

患者が確認された。その後 年までに

の対岸を花火の打ち上げ場，右岸の公園（ ） 

を観客席とする花火大会に参加した後に発病し

た患者が花火師，観客を含めて 名確認されて

いる 。もともと非生息域であったと思われる

この地区にアカツツガムシが定着し，患者の発

生までみられるようになった要因の一つとし

て，川床移動に伴う上流からの土砂移動が考え

られる。雄物川大曲捷水路の変遷に関する報告

では，通水開始から 年～ 年を砂礫堆

の誕生期， 年～ 年を成長期， 年

以降を草木などの植生が定着した完成期とし，

ほぼ 年かけて上流からの土砂移動に伴い人

工河川が自然な川らしい姿に近づいていったこ

とを示している 。この完成期と患者発生開始

がほぼ同時期であることから，上流水際砂地で

生息していたアカッツガムシが数年以上の歳月

をかけて土砂と共に移動し定着 したことが推察

される。このような河川改修による患者発生地

の移動現象は，本県と同様に古くから夏季のつ

つが虫病発生地として知られる新渇県信濃）1|流

域でも確認されており，大規模な河川改修が直

ちに患者減少にはつながらないことも指摘され

ている 。すなわち，河川改修後でもツツガム

シの生息は回復する可能性があることと，回復

後は患者発生がみられることを示している。こ

の他， 近隣の ， ～ も捷水路

作成工事に伴う護岸，築堤工事によって河道と

水流が穏やかに整えられているため， と同

様に水際の士壌に変化があったと思われる。こ

のように， 周辺は人工河川の左右岸がアカ

ッツガムシの新たな生息地となったが，現在の

アカッツガムシの生息域は水際～法面に集中

し，人の通常活動域（高水敷の公園内の草地）

ではない。また，花火大会等のイベント開催前

には殺虫剤の散布などを含めた害虫対策や地表

に直座りしないための桟敷席の整備が年々徹底

されたこと，加えて 年の 年ぶりの患者

発生以降，県および地元自治体がつつが虫病予

防啓発に努めたことにより患者の発生が抑えら

れていると思われる。

なお，雄物）1|支流である玉川および横手川流

域でも過去には恙虫棲息地区ではなかったが今

回の調査でアカッツガムシ生息が確認された地

区が ヵ所みられた。いずれも雄物）1|の合流部

付近で，河川改修工事により河道が大きく様変

わりした地区であることから，雄物）11本流と同

様の環境変化があった可能性がある。 ヶ所の

うち，横手川流域では 年月に釣りを感染



- 32 -

1

26, 27)

3,4

2km

28) 1964

13)

1
2006

2009 31 2010
120-122

2
22 1894 990-1003

3 Tamiya T. Recent Advances in Studies of
Tsutsugamushi Disease in Japan., Medical 
culture inc. Tokyo., 1962,309 pp

4 :
,

1413 2013 15-16
5

13 ; 2002
3 15 3 31 2002 accessed 

December 24 2015
http://idsc.nih.go.jp/idwr/kansen/k02_g1/k02_
13/k02_13.html

6

15
1 84

2010 454-456
7 Suzuki H. Geographical and topographical 

d i ffe rences  in  p op ula t i o n d ens i t i e s  o f
Leptotrombidium scu tel lare . , Jpn.  J .  Sani t .
Zool., 37, 1986, 282 26.

8 Uchikawa K., Kawamori F., Kawai S., and 
Kumada  N. Suzuki’s Method (MITORI-HO),

a Recommended Method for the Visual 
Sampling of Questing Leptotrombidium scutellare

Larvae in The Field (Trombidiformes, 
Trombiculidae). J. Acarol. Soc. Jpn., 2,1993,
91-98.

9 Takada N., Fujita H., Kumazawa H., Chiya S.,
Yano Y., and Iwasaki H. New findings of 



- 33 -

Leptotrombidium scutellare (Acari: Trombiculidae)
in western Japan, and its epidemiological 
significance., Med. Entomol. Zool., 52,2001,
59-62.

10
1990 216 pp

11

1980 316-331
12

20 1894 900-903
13

1959 334 pp
14

) 1990
281 pp

15

13 2002 28-31
16

5 1954 26-41
17

60 61

1988
pp. 1-10

18
62 63

1990
pp. 1-16

19

2010

262 
2010 pp. 49-54

20

Kato

(2009) 64
2013 21-25

21
1977

22
1978 152 pp

23
1345 2010 20-21

24
16 1996 425-434

25 Medical Geography 
25 1987

69-96
26

2015 accessed December 17, 2015
http://www2.thr.mlit.go.jp/akita/kawa/frame2.
html

27
2015 accessed December 17, 2015
http://www.river.go.jp/nrpc0303gDisp.do?mod
e=&areaCode=82&wtAreaCode=3224&itemK
indCode=901&timeAxis=60

28

9 1964 75-88
29 Takada N. Recent findings on vector acari for 

rickettsia and spirochete in Japan.,Jpn. J. Sanit. 
Zool.,46,1995,91-108



-
 
3
4
 
-
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表 1-1 雄物川本流のアカッツガムシ生息調査地点および採集結果

No 
調査地点の地名

（付近の公共施設支流など）

右岸(R)

左岸（L）
調査地点；緯度(N)経度（E)

アカッツガムシ
+~+++/-

市仙大

1
i

2
i

3
i

4
i

5
i

6
i

7
i

8
-
9
i

10
言

"

i

12
i

13
i

14

刈和野 R 39° 32'40.9"N 140° 21'58.B"E 
- ---

北野目（三条川原） R 39° 32'19.4"N 140° 21'59.B"E 

-:--:--:--:--:--:--:--:--:--:--:—ー：二笠竺竺＿：――:--:--:--:--:--:--:--:--:--:--:--:_:--:--:--§:::::::::::::::::~＿ど＿ざ門ざざ：り＿＿i_｛竺＿—-13竺王：――:---:--:--:--:--:--:--:--:--:--:--:--
北楢岡（船着場） R 39° 29'25.l"N 140° 23'26.l"E +++ 
- ---

神宮寺 L 39° 29'02.0"N 140° 25'29.0"E + 
- ---

大曲西根 デルタ地帯 39° 27'59.0"N 140° 27'35.4"E + 
- ---

小貫高畠（河川緑地公園） R 39° 27'13.9"N 140° 28'00.2"E +++ 
- ---

大曲西根（大曲花火大橋）
L 39° 26'50.B"N 140° 28'05.0"E + + + 
- --

L 39° 26'46.6"N 140° 28'06.B"E + + + 
- ---

小貫高畠 R 39° 26'42.3"N 140° 28'18.9"E + 
- ---

川目（上総川） R 39° 25'44.l"N 140° 28'55.3"E ++ 
- ---

藤木（横手川） R 39° 24'59.l"N 140° 28'54.4"E ++ 
- ---

藤木（角間川船着場） R 39° 24'40.l"N 140° 28'43.l"E ++ 
- ---

角間川町大中島＊2008年患者感染地 R 39° 24'15.0"N 140° 28'09.9"E + + 
- ---

15 角間川町旭森（木内川） R 39° 23'23.7"N 140° 27'46.0"E + + 
- ------------
16 角間川町川西 R 39° 22'55.4"N 140° 27'50.5"E + + 
----------------------------------

17 大雄 中州 39° 21'01.0"N 140° 27'17.0"E +++ 
18 大雄（阿気カヌー船着場） R 39° 20'46.1"N 140° 26'50.B"E ++ 
- ---

19 雄物川町薄井 R 39° 19'53.3"N 140° 25'47.B"E + 
- ------------------

20 雄物川町沼館 R 39° 18'16.1"N 140° 25'10.9"E +++ 
----------―＿ー―-横手市—--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
21 雄物川町深井（雄物川河川公園） R 39° 17'30.6"N 140° 24'43.6"E + + 
-------------------

22 R 39'17'05.1"N 140'24'36.0"E ++ 
．―-―-―-一 雄物川町深井 —--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
23 --- R 39° 16'53.1 "N 140° 24'16.9"E + + 
- -------------

24 雄物川町西野 R 39° 15'12.T'N 140° 24'15.T'E ++ 
----------------------------------

25 羽後町 高尾田上鵜巣（西馬音内川） L 39° 15'08.T'N 140° 24'06.2"E + 
----------------------------------

26
i

2
7
-
2
8
2
9
-
3
0
-
3
1
-
3
2
-
3
3
-
3
4
-
3
5
-
3
6
-
3
7
i

38 

十文字町睦合

十文字町睦合（別明下川原）

R 39° 14'44.7"N 140° 25'09.7"E + 
- --
R 39° 14'18.7"N 140° 25'44.6"E + 
---

横手市
十文字町睦合（福島川原） L 39° 13'56.7"N 140° 25'56.5"E + 
- --

十文字町睦合（砂出川原） L 39° 13'41.0"N 140° 26'10.0"E + 
- ---

十文字睦合

（睦合船着き場；砂乱川原）
-

柳田（柳田橋）

R
 

39° 13'47.0"N 140° 26'17.2"E ＋ 

R 39° 11'19.6"N 140° 27'06.2"E + + 
- --

R 39° 10'54.0"N 140° 27'36.2"E +++ 
- --

L 39° 10'50.1"N 140° 27'31.1"E 
- ---

R 39° 09'58.4"N 140° 28'31.6"E 
- ---

清水（文月橋）
R 39° 09'59.5"N 140° 28'30.5"E + + + 
- --

中川原（中川原橋） L 39° 09'35.1"N 140° 28'34.B"E + 
- ---

中野々目（中川原橋） R 39° 09'25.6"N 140° 28'43.9"E + 
- ---

万石（中川原橋） R 39° 08'57.9"N 140° 28'49.0"E 
- ---

39 関口 R 39° 08'10.9"N 140° 28'49.4"E 
- ------------------

40 関口（総左右ヱ門川原） L 39° 07'55.5"N 140° 28'52.0"E -
----------―＿ー―-湯沢市—--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
41 関口（上宿橋） L 39° 07'48.0"N 140° 28'51.3"E -
- -------------

42 下関（上宿橋） R 39° 07'46.7"N 140° 28'52.6"E 
- ---

4
3
-
4
4
-
4
5
i

4
6
-
4
7
-
4
8
-
4
9
-
5
0
 

R 39° 07'46.4"N 140° 28'53.3"E 
- --

R 39° 07'46.1"N 140° 28'53.1"E 
- ---

下関（戸沢川）

山田 L 39° 07'08.0"N 140° 28'43.6"E + 
-:――:――:――:――:――:――:――:―ー：―-国面五豆・ー五直面五：――:――:――:――:――:――:――:――:――:―:――:――:―--―:――:――:――:―ー：―-五°ー：―-西函五＇一’＿り―-五応五函ー云王：――:―--:――:――:――:――:――:――:――:――:――:――:――

酒巻（酒巻橋） L 39° 06'25.3"N 140° 28'36.5"E + 
- ---

上関（酒巻橋） R 39° 06'22.B"N 140° 28'42.9"E + 
- ---

相川（酒巻橋） R 39° 06'05.3"N 140° 28'38.6"E 
- ---

Jjヽ里f R 39° 04'09.5"N 140° 26'38.0"E 
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表 1-2 雄物川支流のアカッツガムシ生息調査地点および採集結果

No. 

51 
-

調査地点の地名 右岸(R)

（付近の公共施設，支流など） 左岸(L)

花館 L 
- -

支流 調査地点；緯度(N)経度（E)
アカッツガムシ
+~+++/-

39° 28'57.1 "N 140° 26'58.S"E + 
- -

52 
-

53 
-

四ッ屋（玉川橋） R 
- -

花館（玉川橋） L - -
玉川

39° 29'44.4"N 140° 28'19.0"E 
-

39° 30'02.5"N 140° 28'30.3"E 

54 
----・ 

55 
-

四ッ屋（勝田橋） L 39° 30'20.0"N 140° 29'00-1 "E 
- - --

松倉 R 39° 30'51.6"N 140° 30'14-1"E 
- ----

56 
-

大曲西根（船着場） L - -
57 

-

58 
-

59 
-

60 
----・ 

61 
-

大仙市

R 
大曲丸の内（大盛橋） ー―--------------------

R 
- -

大曲中通（丸子橋） R 
- -

大曲黒瀬（館の橋） R - -

丸子川

62 
-

堀見内（田茂木橋）
R
 -

39'27'56.5"N 140° 27'43.2"E 
-

39'27'40.2"N 140° 28'25.3"E 
-

39'27'39.1 "N 140° 28'35.4"E 
-

39'27'38.6"N 140° 28'41.6"E 
-

39'27'36.9"N 140° 28'54.0"E 
-

39'27'47.B"N 140° 30'34.6"E 

L 39° 27'47.4"N 140° 30'37_0"E 
- ----

63 
-

L 横手川 39° 24'50.B"N 140° 28'58.2"E + 
- ---

64 藤木 R 横手川と出川の合流部 39° 24'32.5"N 140° 29'13.l"E + 
- ---

65 L 出川 39° 24'29.9"N 140° 29'16.l"E 
- ------

66 R 39° 17'39.2"N 140° 24'52.8"E 
----------――＿ー―-横手市 雄物川町深井 —---------------――一＿―- 五郎兵衛堰 —-----------------------------------------------------------------------------------------
67 ----. ~---. -. -. L .  --・ -- 39° 17'31.7"N 140° 24'57.l"E 
- ------

68 羽後町 西馬音内 R 西馬音内川 39° 11'35.T'N 140° 23'10.B"E 
- ------

69 横手市 十文字町植田（雄平橋） R 39° 12'58.9"N 140° 28'27.B"E 
- --- --

70 角間川向（雄平橋） L .. _ 39° 12'52.3"N 140° 28'32.3"E 
- --------------------------------------------------------------――一＿―- 皆瀬川 —-----------------------------------------------------------------------------------------
71 湯沢市 岩崎（新岩崎橋） L - --. 39° 12'36.0"N 140° 30'30.4"E + 

- - --
72 岩崎（奥羽本線岩崎鉄道橋） L 39° 12'21.B"N 140° 30'52.B"E + 
- ------

73 横手市 増田（成瀬川橋） L 成瀬川 39° 11'33.B"N 140° 33'03.l"E 
- ------

74 湯沢市 横堀（万石橋） R 役内川 39° 03'37.0"N 140° 26'42.2"E 

表 1-3 水際～法面～高水敷のアカッツガムシ分布調査

No. 調査地点の地名 調査地点
アカッツガムシ
＋～＋＋＋／一

7
 
大仙市

小貫高畠

（河川緑地公園）

高水敷（公園内；法面から10m)
-

高水敷（公園内；法面から1m)
-

低水路内（水際砂地～法面） +++ 

20 雄物川町沼館

高水敷
-----------

低水路内（法面中程～上部）
-

低水路内（水際～法面中程）

＋＋ 
-------

+++ 
横手市

30 
十文字睦合

（睦合船着き場；砂風川原）

高水敷（法面から10m)
-

高水敷（法面から1m)
-

低水路内（水際～法面）

地表面

草地
--------

草地
--------

砂地～草地

草地
---------------

砂地～草地
-

砂地～草地

草地
--------

草地
--------

砂地～草地 ＋ 


